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チ
〃
え
び
す
カ
ボ
チ
ャ
〃
の
初
出
荷
を
む

か
え
、
七
月
十
八
日
に
金
木
農
協
喜
良

市
支
所
で
今
年
も
ま
た
〃
目
ぞ
ろ
い
会
″

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
目
ぞ
ろ
い
会
は
、

み
ん
な
が
同
じ
よ
う
な
高
品
簡
の
も
の

を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
と
、
冬
農
家
が

え
び
す
カ
ボ
チ
ャ
の
サ
ン
プ
ル
を
持
ち

寄
り
、
出
来
具
合
を
鑑
定
し
、
見
比
、
へ

る
も
の
て
す
。

今
年
は
五
月
初
め
の
東
霜
害
で
苗
が

痛
め
つ
け
ら
れ
、
新
た
に
種
を
ま
き
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
な
ど
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
玉
伸
び
、
糖
度

と
も
上
々
の
出
来
具
合
に
こ
の
日
集
ま

っ
た
農
家
の
人
た
ち
の
表
情
も
明
か
る

い
よ
う
て
し
た
。
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第
百
四
十
四
回
町
議
会
臨
時
会
が
七
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
、
 

助
役
に
秋
元
武
治
氏
、
収
入
役
は
木
村
兼
作
氏
、
教
育
委
員
に
は
近

藤
慶
一
郎
氏
を
含
む
人
事
案
が
上
程
、
満
場

一
致
で
可
決
ざ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
近
藤
慶
一
郎
氏
は
八
月
四
日
に
開
か
れ
た
県
教
育
委
員

会
の
承
認
を
得
て
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

三
 

教収助役

夏会役決 

近木秋 ま

藤村元 る

慶兼武 

郎作治 
氏 氏 氏 

業
 
委
 
員
 
会
 

会
長
に
中
 
谷
 

農 

入役 収
 

作
 

ー
 
兼
 

‘
 
村
 

！
 

木
 

'1 

近藤慶一郎教育長 

花
 

一
氏
こ
 

文
部
大
臣

表
彰
 

全
国
高
校
定
時
制
通
信
教
育

四
十
周
年
記
念
功
績
者
文
部
大

臣
表
彰
に
、
当
町
の
花
田

一
氏
 

（
全国
高
校
定
時
制
通
信
制
教

育
振
興
会
副
会
長
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
 

同
氏
は
、
定
通
制
高
校
が
発

足
す
る
前
年
の
昭
和
二
士
一
年
、
 

金
木
中
学
校
教
諭
と
町
議
会
副

議
長
の
兼
職
を
認
め
ら
れ
、
五

所
川
原
農
林
高
校
金
木
分
校
誘

致
の
た
め
の
特
別
委
員
長
と
な

り
奔
走
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
 

二
十
六
年
に
金
木
町
長
に
就
任

す
る
と
、
西
北
十
ニ
町
村
に
呼

び
か
け
組
合
立
金
木
高
校

（
定

時
制
）
を
開
校
し
、
相
内
、
小

泊
分
校
を
設
置
し
ま
し
た
。
定
 
 時

制
高
校
と
し
て
は
、
全
国
ま

れ
に
み
る
独
立
校
舎
で
す
。
ま

た
、
同
年
に
働
き
乍
ら
学
ぶ
青

少
年
教
育
振
興
の
た
め
県
定
通

制
教
育
振
興
会
を
発
足
さ
せ
、
 

以
来
会
長
職
を
努
め
ら
れ
て
い

る
。
県
識
会
議
員
就
任
後
の
四

十
八
年
に
は
全
国
組
織
の
教
育

八
団
体
に
よ
る
全
国
教
育
団
体

協
議
会
が
発
足
し
、
初
代
会
長

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

表
彰
式
は
八
月
五
日
東
京

・

霞
が
関
の
国
立
教
育
会
館
虎
の

門
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
同
氏
は

今
回
で
実
に
四
度
目
の
文
部
大

臣
表
彰
を
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

1 

嘉
瀬
農
協
専
務
理
事
を
経
て
、
 

町
議
会
識
員
を
六
期
務
め
、
そ

の
間
、
町
識
会
識
長
を

一
期
、
 

北
郡
議
長
会
会
長
と
県
町
村
議

長
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。
長

年
の
議
会
活
動
の
経
験
で
得
た

手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 

「
町
発
展
の
た
め
、
町
長
の
補

佐
に
徹
し
て
精
い
っ
ぱ
い
努
力

す
る
」
と
決
意
を
語
る
。
 

六
十
六
歳
。
 

海
軍
工
機
学
校
卒
。
除
隊
後
、
 

国
鉄
仙
台
局
大
湊
製
材
部
で
働

き
、
そ
の
知
織
を
生
か
し
て
、
 

昭
和
三
十
年
、
金
木
町
に
製
材

所
を
開
業
す
る
。
三
十
七
年
に

は
金
木
自
動
車
学
校
を
開
校
。
 

北
津
軽
製
材
協
同
組
合
理
事
。
 

ク
経
済
通
4
と
し
て
も
よ
く
知

ら
れ
、
町
の
産
業
発
展
に
尽
し

て
い
る
。
 

七
十
一
歳
。
 

県
立
弘
前
工
業
高
卒
。
昭
和

二
十
四
年
に
嘉
瀬
中
学
校
で
教

鞭
を
執
る
。
そ
の
後
、
三
十
七

年
間
に
わ
た
り
各
校
の
教
師
を

努
め
、
金
木
中
学
校
副
校
長
で

退
任
し
た
。
 
「
こ
れ
か
ら
は
、
 

学
校

・
社
会
・
家
庭
教
育
に
力

を
注
ぎ
た
い
」
と
抱
負
を
語
る

教
育
関
係
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
 

六
十

一
歳
。
 

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

選
挙
は
、
七
月
十
ニ
日
投
票
が

行
わ
れ

（
嘉
瀬
、喜
良
市
地
区

は
無
投
票
）
十
五
名
の
委
員
が

農
家
の
信
任
を
得
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
月
三
十
日
に
開
か

れ
た
組
織
会
に
は
、
農
協
な
ど

か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
委
員
五
名

を
交
え
た
二
十
名
が
出
席
。
会

長
に
中
谷
肇
氏
（
写
真
）同
職
務

代
理
者
に
木
下
俊
蔵
氏
と
徳
田

長
弘
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。
 

▽
会
長
 

（
年
齢
・
地
区
）
 

中
谷
 
肇

（4
7・
川
倉
）
選
挙

▽
同
職
務
代
理
者
 

木
下
俊
蔵
（
6
4・
嘉
瀬
）
選
挙

徳
田
長
弘

（3
9・
金
木
）
選
挙

▽
委
員
 

川
口
 
隆

（3
9・
蒔
田
）
選
挙
 
 三

浮
春
樹
（
3
8
 川
倉
）
選
挙

櫛
引
政
雄
（
7
5
 金
木
）
選
挙

竹
内
義
継
（
2
9
 藤
枝
）
選
挙

田
中
良
治
（
5
7
 金
木
）
選
挙

山
中
正
津

（6
2
 嘉
瀬
）
選
挙

原
田
正
信
（
6
0・
中
柏
木
）
選
挙

鳴
海
彦
一
 
（6
0・
嘉
瀬
）
選
挙

小
山
内
高
志
（5
3・
嘉
瀬
）
選
挙

今
 
英
一
（
5
4・
喜
良
市
）
選
挙

秋
谷
正
義
（
5
5・
喜
良
市
）
選
挙

今
 
友
蔵
（
5
4・
喜
良
市
）
選
挙

津
田
秀
彦
（
5
7・
嘉
瀬
）
共
済

斉
藤
鉄
矢

（3
8・
嘉
瀬
）
農
協

佐
藤
直
美
（
6
2・
金
木
）
農
協

古
川
哲
雄
（
5
9・
喜
良
市
）
議会

吉
崎
正
光

（6
7・
嘉
瀬
）
議
会
 

秋元 武治助役 
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の
間
、
町
議
会
識
艮
を
一
期
、

北
郡
議
長
会
会
曇
と
県
町
村
識

艮
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。
長

年
の
議
会
活
動
の
経
験
で
得
た

手
腕
は
商
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
町
発
展
の
た
め
、
町
長
の
補

佐
に
徹
し
て
桁
い
っ
ぱ
い
努
力

す
る
」
と
決
意
を
語
る
。

ニ
ノ
‐
計
‐
ユ
ノ
ー
０
Ｊ

一
、
一
一
、
設
。

悪
瀬
農
協
専
務
理
率
を
経
て
、

町
議
会
誠
貝
を
六
期
務
め
、
そ

一
一
一

第
百
四
十
四
回
町
議
会
臨
時
会
が
七
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
、

助
役
に
秋
元
武
治
氏
、
収
入
役
は
木
村
兼
作
氏
、
教
育
委
員
に
は
近

藤
慶
一
郎
氏
を
含
む
人
事
案
が
上
程
満
場
一
致
で
可
決
ざ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
近
藤
慶
一
郎
氏
は
八
月
四
日
に
開
か
れ
た
県
教
育
委
員

会
の
承
認
を
得
て
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

役
決
ま
る

助
役
秋
元
武
治
氏

収
入
役
木
村
兼
作
氏

教
育
長
近
藤
慶
一
郎
氏

秋元武治助役

き
、
そ
の
知
識
を
生
か
し
て
、

昭
和
三
十
年
、
金
木
町
に
製
材

所
を
鮒
業
す
る
。
三
十
七
年
に

は
金
木
自
動
車
学
校
を
開
校
。

北
津
軽
製
材
協
同
組
合
理
那
。

〃
経
済
通
〃
と
し
て
も
よ
く
知

ら
れ
、
町
の
産
業
発
展
に
尽
し

て
い
る
。

七
十
一
歳
。

海
軍
工
機
学
校
卒
。
除
隊
後
、

国
鉄
仙
台
局
大
湊
製
材
部
で
鋤心 木村兼作収入役

鞭
を
執
る
。
そ
の
後
、
三
十
七
一

年
間
・
に
わ
た
り
各
校
の
教
師
を
一

努
め
、
金
木
中
学
校
副
校
長
で
一

退
任
し
た
。
「
こ
れ
か
ら
は
、
一

学
校
・
社
会
・
家
庭
教
育
に
力
一

を
注
ぎ
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
一

教
育
関
係
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
一

六
十
一
歳
。

県
立
弘
前
工
業
高
卒
。
昭
和
一

二
十
四
年
に
謀
瀬
中
学
校
で
教
一
近藤慶一郎教育長

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

選
挙
は
、
七
月
十
二
日
投
票
が

行
わ
れ
（
嘉
瀬
、
喜
良
市
地
区

は
無
投
票
）
十
五
名
の
委
員
が

農
家
の
信
任
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
同
月
三
十
日
に
開
か

れ
た
組
織
会
に
は
、
農
協
な
ど

か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
委
員
五
名

を
交
え
た
二
十
名
が
出
席
。
会

長
に
中
谷
肇
氏
（
写
真
）
同
職
務

代
理
者
に
木
下
俊
蔵
氏
と
徳
田

曇
弘
氏
を
逓
出
し
ま
し
た
。

▽
会
曇
（
年
齢
・
地
区
）

全
国
高
校
定
時
制
通
信
教
育

四
十
周
年
記
念
功
績
者
文
部
大

臣
表
彰
に
、
当
町
の
花
田
一
氏

（
全
国
高
校
定
時
制
通
信
制
教

育
振
興
会
副
会
長
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。農

業
委
員
会

会
長
に
中
谷
肇
氏

花
田
一
氏
に

文
部
大
臣
表
彰

●

中
谷
肇
（
”
℃
川
倉
）
選
挙

▽
同
職
務
代
理
者

木
下
俊
蔵
（
“
・
嘉
瀬
）
選
挙

徳
田
長
弘
（
調
・
金
木
）
選
挙

▽
委
員

川
、
隆
（
調
・
蒔
川
）
選
挙

同
氏
は
、
定
通
制
高
校
が
発

足
す
る
前
年
の
昭
和
二
十
二
年
、

金
木
中
学
校
教
諭
と
町
議
会
副

議
長
の
兼
職
を
認
め
ら
れ
、
五

所
川
原
農
林
高
校
金
木
分
校
誘

致
の
た
め
の
特
別
委
員
長
と
な

り
奔
走
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
十
六
年
に
金
木
町
長
に
就
任

す
る
と
、
西
北
十
二
町
村
に
呼

び
か
け
組
合
立
金
木
高
校
（
定

時
制
）
を
開
校
し
、
相
内
小

泊
分
校
を
設
置
し
ま
し
た
。
定

三
再
春
樹
禿
・
川
倉
）
選
挙

櫛
引
政
雄
（
布
・
金
木
）
選
挙

竹
内
義
継
（
”
・
藤
枝
）
選
挙

田
中
良
治
（
”
・
金
木
）
選
挙

山
中
正
津
（
鑓
・
嘉
瀬
）
選
挙

原
川
正
信
雨
・
中
柏
木
）
選
挙

鴫
海
彦
一
（
“
・
嘉
瀬
）
選
挙

小
山
内
高
志
（
卵
・
蕊
瀬
）
選
挙

今
英
一
（
別
・
喜
良
市
）
選
挙

秋
谷
正
義
翁
・
喜
良
市
）
選
挙

今
友
蔵
（
別
・
喜
良
市
）
選
挙

津
田
秀
彦
（
”
・
撚
瀬
）
共
済

斉
藤
鉄
矢
認
・
嘉
瀬
）
農
協

佐
藤
直
美
（
舵
・
金
木
）
農
協

古
川
祈
雄
（
”
・
喜
良
市
）
議
会

吉
崎
正
光
（
師
・
慕
瀬
）
議
会

時
制
高
校
と
し
て
は
、
全
国
ま

れ
に
み
る
独
立
校
舎
で
す
。
ま

た
、
同
年
に
働
き
乍
ら
学
ぶ
青

少
年
教
育
振
興
の
た
め
県
定
通

制
教
育
振
興
会
を
発
足
さ
せ
、

以
来
会
長
職
を
努
め
ら
れ
て
い

る
。
県
議
会
議
貝
就
任
後
の
四

十
八
年
に
は
全
国
組
織
の
教
育

八
団
体
に
よ
る
全
同
教
育
団
体

協
議
会
が
発
足
し
、
初
代
会
長

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

表
彰
式
は
八
月
五
日
東
京
・

霞
が
関
の
国
立
教
育
会
館
虎
の

門
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
同
氏
は

今
回
で
実
に
四
度
目
の
文
部
大

臣
表
彰
を
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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教育随想③ 

嘉瀬小学校校長 伝法谷 並
ロ
 

戚
一
】
「
 

司
 

「
 

●
・、

 

一
r
 

 
《
 

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
 

用
心
深
さ
が
身

を
守
る
 

交通安曾・バイク編 図 
解 家議冒圏し合留昌 

バイクの事故でー番多いのが、交差点での出合いがしら

の事故です。事故原因のほとんどは、見通しの悪い交差点

でバイクが一時停止や徐行などをせずに飛び出してしまう

ことです。 

住宅街などのように道幅の同じような道路が交差する場

所で、見通しのきかないところは、とくに危険区域となっ

ています。このような所には「止まれ」や「徐行」の標識が立

ててあり、ライダーに注意をうながしています。 

ライダーの皆さん、見通しの悪い交差点では標識がな＜

ても徐行したり、一時停止をして安全を確かめる用心深さ

を、ぜひ身につけて＜ださい。それが、あなたを事故から

守ることにつながるからです。 

用件は 
正しくあわてず羽③看 
●救急車を呼ぶときの 3つのポイント 

~．救急事故などの発生場所と近くの目標 
2.どのようなケガか病気か 
3，ケガ人や病人の現在の容態（簡単に） 

/9月 9 日は「救急の日ノ 

嘉
瀬
小
学
校
に
着
任
以
来
四

ケ
月
た
ち
ま
し
た
。
 

o

自
然
環
境
に
恵
れ
、
落
ち
つ

い
た
雰
囲
気
の
校
舎
 

o

表
情
が
明
る
く
、
応
待
が
は

き
は
き
し
て
い
る
子
ど
も
 

〇
あ
い
さ
つ
と
お
じ
ぎ
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
子
ど
も
 

o

よ
り
よ
い
教
育
を
願
う
熱
意

が

ー
つ
に
ま
と
ま
っ
た
モ
ラ

ル
の
高
い
教
職
員
 

o

さ
ら
に
、
学
校
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
惜
し
ま
な
い
父

母
及
び
地
域
の
人
々
 

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
校

風
、
環
境
で
毎
日
が
楽
し
く
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

私
の
生
れ
は
稲
垣
村
豊
川
で

七
人
兄
弟
の
七
番
目
で
、
昔
流

に
言
え
ば
「
ベ
ゴ
」
と
 
「オ
ン
ズ

カ
ス
」
は
死
ん
で
も
損
が
な
い

方
で
 
。

現
在
は
柏
村
下
古

川
に
住
ん
で
い
ま
す
。
 

職
場
は
柏
中
学
校
を
振
り
出
し

に
、
森
田
中
学
校
、
そ
の
後
派

遣
社
会
教
育
主
事
第

一
号
で
森

田
村
教
育
委
員
会
に
、
大
戸
瀬

中
学
校
、
青
森
県
青
年
の
家
研

修
課
長
、
鶴
田
町
立
梅
沢
小
学
校

と
、
学
校
、
行
政
、
研
修
機
関

と
わ
た
り
歩
き
、
幼
児
か
ら
高

令
者
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
生
涯
教

育
に
か
か
わ
る
仕
事
を
素
通
り

し
て
来
ま
し
た
。
 

ー
学
校
教
育
を
 
 

考
え
て
見
る
に

ー
 

「昔
の
文
盲
は
文
字
を
知
ら

な
い
人
を
言
っ
た
が
、
明
日
の

文
盲
は
、
学
び
方
を
知
ら
な
い

人
の
こ
と
を
言
う
」
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

今
、
先
生
方
が
担
任
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
は
 

今
よ
り
科
学
技
術
が
飛
躍
的

に
進
歩
し
、
よ
り
高
度
な
情
報

化
社
会
・
国
際
化
社
会
に
よ
り

た
く
ま
し
く
生
き
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
か
ら
は
知
識
の
量
で
な

く
て
、
自
ら
意
欲
を
も
っ
て
学

ぶ
 
「学
び
方
」
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
と
く
に
大
事
な
の
で
あ

り
ま
す
。
 

自
ら
学
ぶ
た
め
に
は
、
自
ら

必
要
な
情
報
を
え
ら
び
、
自
ら

問
題
を
設
定
し
、
自
ら
解
決
す

る
能
力
を
子
ど
も
ひ
と
り
ひ
と

り
に
身
に
つ
け
て
や
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
あ
り
ま
す
。
 

教
育
は
究
極
の
と
こ
ろ
、
目
の

前
の
子
ど
も
た
ち
を
 
「
ザマ
こ
）
 

グ
」
 
一
人前
「
ク
ジ
シ
ゲ
」
 
で

き
る
た
め
の
素
地
を
育
て
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
 

わ
が
津
軽
に
は
「
三
フ
リ
」
 

つ
ま
り
 
「オ
ベ
ダ
フ
リ
」
、
「
ア

ル
フ
リ
」
「イ
フ
リ
」
 
と
いう
と

い
う
人
物
評
価
の
名
言
が
あ
り
 
 

ま
す
が
、
「
三
フ
リ
」
を
お
互
い

充
分
い
ま
し
め
 
「三
マ
メ
」
 
の

姿
勢
で
、
更
に
、
自
分
に
き
び

し
く
、
他
人
に
は
や
さ
し
く
謙

虚
な
態
度
と
、
お
互
い
の
出
合

を
大
事
に
し
な
が
ら
学
校
を
赤

字
経
営
に
な
ら
な
い
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
 

微
力
、
浅
学
の
身
で
あ
る
が
 

「生
き
て
い
る
学
校
」
「地
域
に

開
か
れ
た
学
校
」
を
め
ざ
し
、
 

子
ど
も
を
第

一
義
的
に
考
え
、
 

来
た
る
二
十

一
世
紀
に
活
躍
す

る
で
あ
ろ
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、
先
生
方
の
英
知
と
熱
意
を

結
集
し
て
頑
張
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
 

③堯木だよりlllllllllll''''''','･

溌
瀬
小
学
校
に
肴
任
以
来
四

ヶ
月
た
ち
ま
し
た
。

○
自
然
環
境
に
恋
れ
、
落
ち
つ

い
た
雰
囲
気
の
校
舎

○
表
怖
が
明
る
く
、
応
待
が
は

き
は
き
し
て
い
る
子
ど
も

○
あ
い
さ
つ
と
お
じ
ぎ
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
子
ど
も

○
よ
り
よ
い
教
育
を
願
う
熱
意

が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
モ
ラ

ル
の
高
い
教
職
員

○
さ
ら
に
、
学
校
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
僻
し
ま
な
い
父

母
及
び
地
域
の
人
々

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
校

風
、
環
境
で
毎
日
が
楽
し
く
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

教 育随想③

嘉瀬小学校校憂伝法谷善司

私
の
生
れ
は
稲
垣
村
盟
川
で

七
人
兄
弟
の
七
番
目
で
、
昔
流

に
言
え
ば
「
ベ
ゴ
」
と
「
オ
ン
ズ

カ
ス
」
は
死
ん
で
も
拙
が
な
い

方
で
．
：
…
。
現
在
は
柏
村
下
古

川
に
住
ん
で
い
ま
す
。

職
場
は
柏
中
学
校
を
振
り
出
し

に
、
森
田
中
学
校
、
そ
の
後
派

進
社
会
教
育
主
事
第
一
号
で
森

田
村
教
育
委
興
会
に
、
大
戸
瀬

中
学
校
、
背
森
県
青
年
の
家
研

修
課
憂
、
錘
田
町
立
梅
沢
小
学
校

と
、
学
校
、
行
政
、
研
修
機
関

と
わ
た
り
歩
き
、
幼
児
か
ら
高

令
者
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
生
涯
教

育
に
か
か
わ
る
仕
事
を
素
通
り

し
て
来
ま
し
た
。

～
学
校
教
育
を

ひ
な
い
人
を
言
っ
た
が
、
明
日
の

文
盲
は
、
学
び
方
を
知
ら
な
い

人
の
こ
と
を
言
う
」
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
、
先
生
方
が
担
任
し
て
い

教
育
は
究
極
の
と
こ
ろ
、
目
の
／

前
の
子
ど
も
た
ち
を
「
諄
マ
ミ
￥

く
て

淫
か
「

た
く
ま
し
く
生
き
て
ゆ
か
な
け

化
社
会
・
国
際
化
社
会
に
よ
り

大
切
な
の
で
あ
り
ま
す
。

必
要
問
題

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

る
子
ど
も
た
ち
は

き
る
た
め
の
素
地
を
育
て
る
｝

り

ま
と
で
あ
り
ま
す
。

グ
L－

り
に
身
に
つ
け
て
や
る
こ
ル

る
能
力
を
子
ど
も
ひ
と
り
ひ
と

に

進
こ
と
が
と
く
に
大
事
な
の
で
あ

ル
フ
リ
」
「
イ
フ
リ
」

い
う
人
物
評
価
の
名
言
が
あ
り

一つ

まわ 今
よ
り
科
学
技
術
が
飛
跡
的

自
ら
学
ぶ
た
め
に
は
、

こ
れ
か
ら
は
知
識
の
雄
で

「
昔
の
文
盲
は
文
字
を
知
、

す
0

歩
し
、
よ
り
商
度
な
怖
報

学
び
方
」
を
身
に
つ
け
る

な
情
報
を
え
ら
び
、
ｎ
ら

を
設
定
し
、
自
ら
解
決
す

り
「
オ
ベ
ダ
フ
リ
」
、
「
ア

が
津
軽
に
は
「
三
プ
リ
」

一
人
前
「
ク
ジ
シ
ゲ
」
で

考
え
て
見
る
に
～

自
ら
意
欲
を
も
っ
て
学

と
い
う
と

宮
口
シ
わが な ↓っ

戸
１
台
■
８
ロ
ー
“
Ｉ
ｏ
ｊ
Ｄ
０
■
句
０
Ｐ
“
Ｉ
ｐ
ｌ
ｏ
ｊ
ｏ
■
Ｕ
“
■
■
・
■
Ｊ
ｐ
Ｉ
。
ｌ
■
．
■
ロ
・
ロ
■
』

ま
す
が
、
「
三
プ
リ
」
を
お
互
い

充
分
い
ま
し
め
「
三
マ
メ
」
の

姿
勢
で
、
更
に
、
白
分
に
き
び

し
く
、
他
人
に
は
や
さ
し
く
兼

虚
な
態
度
と
、
お
互
い
の
出
合

を
大
小
に
し
な
が
ら
学
校
を
赤

字
経
営
に
な
ら
な
い
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
微
力
、
浅
学
の
身
で
あ
る
が

「
生
き
て
い
る
学
校
」
「
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
」
を
め
ざ
し
、

子
ど
も
を
第
一
義
的
に
考
え
、

来
た
る
二
十
一
枇
紀
に
活
躍
す

る
で
あ
ろ
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、
先
生
方
の
英
知
と
熱
意
を

結
集
し
て
頑
張
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。用件は

正しくあわてず119■
●救急車を呼ぶときの3つのポイント●
1．救急事故などの発生場所と近くの目標

2．どのようなケガか病気か

3．ケガ人や病人の現在の容態（臨単に）

/9 ／月9日は｢救急の日」
●

鯉家旗愚息。團交遇安全パｲｸ園
バイクの事故で一番多いのが、交差点での出合いがしら

の事故です。事故原因のほとんどは、見通しの悪い交差点

でバイクが一時停止や徐行などをせずに飛び出してしまう

ことです。

住宅街などのように道幅の同じような道路が交差する場

所で、見通しのきかないところは、とくに危険区域となっ

ています。このような所には｢止まれ｣や｢徐行｣の標識が立

ててあり、ライダーに注意をうながしています。

ライダーの皆さん、見通しの悪い交差点では標識がなく

ても徐行したり、一時停止をして安全を確かめる用心深さ

を、ぜひ身につけてください。それが、あなたを事故から

守ることにつながるからです。

日
窪
畦
‐
し
の
悪
い
交
挙
産
と

用
心
深
さ
が
身
を
守
る

。 一一



事
故
撲
滅
へ
の
決
意
を
誓
い
合
う
 

リ
レ
ー
旗

に
願

い
を
込
め
て
 

青
空
交
通

安
全
大

会
実
施
 

七
月
十
八
日
、
金
木
地
区
交

通
安
全
協
会
（
土
岐
輝
雄
会
長
）
 

の
創
立
三
十
五
周
年
と
金
木
地

区
交
通
指
導
隊

（
伊
藤庸
一
隊

長
）
の
結
成
二
十
周
年
を
祝
う

記
念
式
典
が
中
央
公
民
館
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、
隊
員
を
は
じ
め
、
 

四
町
村
の
関
係
者
ら
約
二
百
人

が
出
席
。
土
岐
会
長
が
式
辞
を

述
べ
た
後
、
木
村
剛
金
木
警
察
 
 

署
長
、
花
田

一
県
議
ら
も
祝
辞

を
述
べ
、
両
会
活
動
を
ね
ぎ
ら

い
、
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
県
警
音
楽

隊
を
先
頭
に
、
指
導
隊
員
が
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
町
内
を
パ

レ
ー
ド
し
た
後
、
保
健
セ
ン
タ
 

ー
前
に
お
い
て
、
カ
ラ
ー
ガ

ー
 

ド
隊
に
よ
る
演
技
が
行
わ
れ
、
 

金
木
小
学
校
児
童
ら
か
ら
拍
手

喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
 

夏
の
交
通
安
全
運
動

（七
月

一
一十
一
日
ー
三
十
日
）
を
前
に

さ
る
七
月
二
十
日
、
金
木
警
察

署
管
内
四
町
村
と
金
木
地
区
交

通
安
全
協
会
、
金
木
警
察
署
が

協
力
し
て
第
五
回
リ
レ

ー
式
青

空
交
通
安
全
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
津
軽
北
地
区
保

護
司
会

（
三
浦泰
静
会
長
）
で

は
こ
の
大
会
に
併
行
し
て
ケ
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
4
を
展

開
し
ま
し
た
。
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
役
場

前
で
開
か
れ
た
安
全
大
会
に
は
、
 

関
係
者
約
百
八
十
人
が
 
「交
通

安
全
」
の
タ
ス
キ
が
け
で
参
加
。
 

土
岐
会
長
か
ら
「
安
全
リ
レ

ー
 

旗
」
 
が大
橋
町
長
に
手
渡
さ
れ

た
あ
と
、
町
長
、
土
岐
会
長
、
 

木
村
署
長
ら
が
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
、
交
通
安
全
母
の
会
の

今
キ
ネ
会
長
が
力
強
く
事
故
防

止
を
宣
言
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
 

先
頭
に
し
、
金

木
小
学
校
の
鼓

笛
隊
と
パ
ト
ン

ガ
ー
ル
を
含
む

安
全
協
会
員
ら

関
係
者
が
町
内

を
パ
レ
ー
ド
。
 

沿
道
を
埋
め
た

町
民
に
飲
酒
、
 

暴
走
運
転
の
追

放
や
シ

ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
 

力
く
ん

の
け

が
 

嘉
瀬
小
六
年
 
小
松
博
和
 

4
月
1
3日
の
こ
と
だ
。
力
く
 

ん
が
、
 

「
い
つ
し
ょ
に
か
え
ら
あ
い
 

と
、
 い
っ
た
。
ぽ
く
は
、
 

「
わ
、
た
ん
じ
ょ
う
会
の
リ
ポ
 

ン
作
ら
に
あ
あ
ま
ね
い
 

と
、
い
っ
た
。
す
る
と
力
く
ん
 

4よ
、
 

「
ん
だ
な
い
 

と
、
い
っ
て
か
え
っ
た
。
 

ぽ
く
た
ち
は
、
会
議
室
で
運

営
委
員
会
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
 

そ
こ
へ
先
生
が
入
っ
て
き
て
ぼ

く
を
よ
ん
だ
。
 

「さ
っ
き
、
あ
な
た
の
お
父
さ

ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
も
う

向
こ
う
か
ら
切
れ
て
し
ま
っ
た

ん
だ
っ
て
、
 
『博
和
い
だ
べ
が

あ
と
か
い
っ
て
、
力
く
ん
が
車

に
は
ね
ら
れ
た
あ
」
 
と
かい
う

電
話
が
き
た
っ
て
い
う
ん
だ
け

ど
、
も
う
一
回
う
ち
に
電
話
か

け
て
み
ん
で
い
 

と
い
っ
た
。
 

え
っ
ま
さ
か
。
力
く
ん
と
は

さ
っ
き
別
れ
た
ば
か
り
な
の
に
。
 

電
話
を
か
け
た
ら
父
が
で
た
。
 

「力
ど
し
た
っ
て
い
 

と
、
き
く
と
父
は
 

「
い
ま
力
、
車
さ
、
は
ね
ら
れ
 
 し

か
し
、
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
。
 

だ
ん
だ
ん
不
安
な
気
持
に
な
っ

て
き
た
。
 

つ
ぎ
の
日
、
教
室
で
先
生
が

力
く
ん
の
事
故
に
つ
い
て
説
明

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
 

力
く
ん
は
、
学
校
か
ら
帰
る

と
、
な
な
め
向
か
い
の
本
屋
に

お
金
を
も
っ
て
い
こ
う
と
し
て
、
 

事
故
に
あ
っ
た
の
だ
。
 

事
故
の
原
因
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
だ
と
お
も
う
。
 

力
く
ん
の
家
の
前
に
車

が
止
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
、
 

駐
車
禁
止
の
場
所
で
あ
る
。
 

そ
の
車
の
せ
い
で
、
前

方
か
ら
き
た
車
が
、
力
く
ん
を

見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
力
く
ん

を
は
ね
と
ば
し
た
。
 

力
く
ん
が
、
本
屋
に
い

く
と
き
に
、
走
っ
て
い
っ
た
の

で
、
車
の
か
げ
か
ら
と
び
だ
し

た
こ
と
に
な
っ
た
。
 

こ
う
し
て
、
な
ら
べ
て
み
る

と
、
と
び
だ
し
た
力
く
ん
も
悪

い
け
れ
ど
、
ぽ
く
は
、
あ
た
り

か
ま
わ
ず
車
を
と
め
て
お
く
人

も
悪
い
と
思
っ
た
。
 

し
か
も
、
あ
の
道
路
は
、
と

て
も
せ
ま
く
て
、
車
が
し
ょ
つ

ち
ゆ
う
通
る
場
所
だ
。
 

い
つ
も
通
っ
て
い
る
自
分
の

家
の
前
で
、
力
く
ん
は
、
車
に
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レー旗を受け取る大橋町長 

@'｡''''''lllllllllll金木だより④

金
木
安
協
創
立
弱
周
年

交
通
指
導
隊
結
成
加
周
年

七
月
十
八
日
、
金
木
地
区
交

通
安
全
協
会
（
土
岐
輝
雄
会
曇
）

の
創
立
三
十
五
周
年
と
金
木
地

区
交
通
指
導
隊
（
伊
藤
川
一
隊

踵
）
の
結
成
二
十
周
年
を
祝
う

記
念
式
典
が
中
央
公
民
館
で
朧

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
隊
只
を
は
じ
め
、

四
町
村
の
関
係
者
ら
約
二
百
人

が
出
府
。
土
岐
会
長
が
式
辞
を

述
べ
た
後
、
木
村
剛
金
木
警
察

事
故
撲
滅
へ
の
決
意
を
誓
い
合
う

h

署
長
、
花
田
一
県
議
ら
も
祝
辞

を
述
べ
、
両
会
活
動
を
ね
ぎ
ら

い
、
協
力
を
要
諦
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
県
警
音
楽

隊
を
先
頭
に
、
指
導
隊
貝
が
恥

故
防
止
を
呼
び
か
け
町
内
を
パ

レ
ー
ド
し
た
後
、
保
健
セ
ン
タ

ー
前
に
お
い
て
、
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊
に
よ
る
斌
技
が
行
わ
れ
、

金
木
小
学
校
児
童
ら
か
ら
拍
手

喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
行
う

－－-■-----■

金
ー

一 ■心
心 県警察音楽隊のカラーガード隊による演技

夏
の
交
通
安
全
連
動
（
七
月

二
十
一
日
～
三
十
日
）
を
前
に

さ
る
七
月
二
十
日
、
金
木
警
察

粁
符
内
四
町
村
と
金
木
地
区
交

辿
安
全
協
会
、
金
木
警
察
将
が

協
力
し
て
第
五
Ⅲ
リ
レ
ー
式
背

空
交
辿
安
全
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
灘
軽
北
地
区
保

謹
司
会
（
三
浦
泰
静
会
艮
）
で

は
こ
の
大
会
に
併
行
し
て
〃
社

会
を
明
る
く
す
る
連
動
〃
を
展

開
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
旗
に
願
い
を
込
め
て

青
空
交
通
安
全
大
会
実
施

一

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
役
場

前
で
開
か
れ
た
安
全
大
会
に
は
、

関
係
者
約
百
八
十
人
が
「
交
通

安
全
」
の
タ
ス
キ
が
け
で
参
加
。

土
岐
会
奨
か
ら
「
安
全
リ
レ
ー

旗
」
が
大
橘
町
曇
に
手
渡
さ
れ

た
あ
と
、
町
憂
、
土
岐
会
奨
、

木
村
署
垂
ら
が
那
故
防
止
を
呼

び
か
け
、
交
皿
安
全
母
の
会
の

今
キ
ネ
会
長
が
力
強
く
郡
故
防

止
を
宣
言
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を

先
頭
に
し
、
金

疹
諭
潔

輌
雌
峠
鋤
峰
地
雌

隙
註

程
町
民
に
飲
酒
、

噸
鰯

び
か
け
ま
し
た
。●

嘉
瀬
小
六
年
小
松
博
和

４
月
昭
日
の
こ
と
だ
。
力
く

ん
が
、

「
い
っ
し
ょ
に
か
え
ら
ぁ
》

と
、
い
っ
た
。
ぼ
く
は
、

「
わ
、
た
ん
じ
よ
う
会
の
リ
ボ

ン
作
ら
に
あ
あ
ま
ね
酉

と
、
い
っ
た
。
す
る
と
力
く
ん

は
、「

ん
だ
な
凶

と
、
い
っ
て
か
え
っ
た
。

ぼ
く
た
ち
は
、
会
議
室
で
運

営
委
員
会
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

そ
こ
へ
先
生
が
入
っ
て
き
て
ぼ

く
を
よ
ん
だ
。

「
さ
っ
き
、
あ
な
た
の
お
父
さ

ん
か
ら
屯
話
が
あ
っ
て
、
も
う

向
こ
う
か
ら
切
れ
て
し
ま
っ
た

ん
だ
っ
て
、
『
博
和
い
だ
く
が

あ
と
か
い
っ
て
、
力
く
ん
が
車

に
は
ね
ら
れ
た
ぁ
」
と
か
い
う

唯
摘
が
き
た
っ
て
い
う
ん
だ
け

ど
、
も
う
一
回
う
ち
に
岻
話
か

け
て
み
ん
で
凶

と
い
っ
た
。

え
っ
ま
さ
か
。
力
ぐ
ん
と
は

さ
っ
き
別
れ
た
ば
か
り
な
の
に
。

屯
諦
を
か
け
た
ら
父
が
で
た
。

「
力
ど
し
た
っ
て
哩

と
、
き
く
と
父
は

「
い
ま
力
、
車
さ
、
は
ね
ら
れ

ち
か
ら力
く
ん
の
け
が

し
か
し
、
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
。

だ
ん
だ
ん
不
安
な
気
持
に
な
っ

て
き
た
。

つ
ぎ
の
日
、
教
室
で
先
生
が

力
く
ん
の
事
故
に
つ
い
て
説
明

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

力
く
ん
は
、
学
校
か
ら
帰
る

と
、
な
な
め
向
か
い
の
本
屋
に

お
金
を
も
っ
て
い
こ
う
と
し
て
、

事
故
に
あ
っ
た
の
だ
。

郡
故
の
原
因
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
だ
と
お
も
う
。

一
、
力
く
ん
の
家
の
前
に
車

が
止
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
、

駐
車
禁
止
の
場
所
で
あ
る
。

二
、
そ
の
車
の
せ
い
で
、
前

方
か
ら
き
た
車
が
、
力
く
ん
を

兄
る
こ
と
が
で
き
ず
、
力
く
ん

を
は
ね
と
ば
し
た
。

三
、
力
く
ん
が
、
本
屋
に
い

く
と
き
に
、
走
っ
て
い
っ
た
の

で
、
車
の
か
げ
か
ら
と
び
だ
し

た
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
な
ら
べ
て
み
る

と
、
と
び
だ
し
た
力
く
ん
も
悪

い
け
れ
ど
、
ぼ
く
は
、
あ
た
り

か
ま
わ
ず
車
を
と
め
て
お
く
人

も
悪
い
と
思
っ
た
。

し
か
も
、
あ
の
道
路
は
、
と

て
も
せ
ま
く
て
、
中
が
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
通
る
場
所
だ
。

い
つ
も
通
っ
て
い
る
自
分
の

家
の
前
で
、
力
く
ん
は
、
車
に

一二■■



だ
ね
い
 

と
、

い
っ
き
に

い
っ
た
。
ぽ
く
 

ユよ
 

「
し
て
ど
う
な
っ
た
い
 

と
、
き
く
と
父
が
 

「
金
木
病
院
で

手
術
中
だ
ん
で
 

救
急
車
で

中
村
整
形
さ

い
っ
た
 

ね
い
 

と
、
 い
っ
た
。
 

ぽ
く
は
、

い
ま
ご
ろ
中
村
整
 

形
で
手
術
し

て
ら
げ
と
思
っ
た
。
 

は
ね
ら
れ
た
。
ぽ
く
は
、

も
し

も
、
自
分
で
あ
っ
た
ら
と
、
思

う
と
、

ほ
ん
と
う
に
ぞ
っ

と
す

る
。
 

力
く
ん
は
事
故
か
ら

2
カ
月

た
っ
た
い
ま
も
ま
だ
入
院
し

て

い
る
。
早
く
、
全
快
し

て
学
校

に
で
て
き
て
ほ
し

い
。
 

、
記
念
刊
行
誌
ク

交
通
安

全
》
 

一
協
会
3
5年

・
交
通
指
導
隊
一
 

(
2
0年
の
歩
み
ク
よ
り
 
、
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20歳になったら 
国民年金に加入しましょう 

成人となりました皆さんに心から

お祝い申し上げます。 

20歳から国民年金に加入すること

も、大人の仲間入りのあかしであり、 

義務と権利であります。 

現在、県内では約20万人が国民年

金から年金を受給しており昨年度の

支給額は698億円に達しています。 

国民年金は、老後における生活の

支えとなるほか、万一の事故や病気

で障害者になったときや、一家の働

き手が亡くなったときにも基礎年金

が受けられる公的年金制度です。 

20歳からのスタートに出遅れます

と大変です。 

国民年金の手続きがまだ終ってな

い人は、至急役場に出かけてしっか

り加入と納付一をしましょう。 

昭和62年度 
社会福祉公開講座開催案内 

地域福’」上増進の一環として、住民 

の福祉に対する関心と、福祉に参加 

する気運を高めることを目的に下記 

のとおり、社会福祉公開講座を開催 

します。 

ト主 催 

西北地方福祉事務所 

金木町社会福祉協議会 

ト後 援 

金 木 町 

ト日 時 

昭和62年 9 月 7 日（月）から 

9 月24日困までの期間 

毎週月・木曜日の週 2 回実施 

午後 6 時30分から 8 時まで 

ト場 所 

金木町役場三階大会議室 

ト受講対象者 

一般住民  

ト受講申込期日 

9 月 3 日まて‘ 

ト申込先 

0金木町社会福祉協議会 

ff53- 2241 

0金木町役場民生課 

ff53一2111（内18) 

0西北地方福祉事務所 

ff34一2111（内217. 218) 

※受講申込用紙は、上記の申込 

先に用意してあります。 

ト受講料金 

受講料、テキスト、資料等一切 

無料です。 

トテーマ及び講師 

月 	日 プ ー マ 講 	師 

9 月 7 日の 
地域福祉と 

ポランテイア活動 

金木町社会福祉協議会

事務局長 小山内トシ江 

9 月10日困 

成人病とその対策 
（健康に暮らすた
めに．そして麗し
く老いるために） 

渡部胃腸科内科医院

院 長 渡部 忍 

9 月14日回 
ちえ遅れの 

方々の福祉 

大東ケ丘 
サントピアホーム 

園 長 花田 叶 

9 月17日困 家庭と児童の福祉 
弘前児童相談所 

所 長 成田 真 

9 月21日卿 お年寄りの福祉 
内潟療護園 

園 長 野上 四郎 

9 月24日困 青森県の福祉 
西北地方福祉事務所 

所 長 黒瀧 孝造 

ト修了証書 

本講座を 4 回以上受講された方 

に交付します。 

サラリーマンと税金 

サラリーマンの所得税は、毎月の

給料やボーナスから源泉徴収されま 

す。 

サラリーマンには、必要経費が認 

められていないかのごとく誤解して  

いる方もおられますが、サラリーマ

ンには勤務に伴う必要経費などの概

算控除として、給与所得控除があり

ます。 

この給与所得控除は給与j,i.得だけ

に認められているもので、事業所得

などの必要経費に相当するものです。 

サラリーマンには必要経費 

として給与所得控除が認め 

られています。 

水田農業確立対策にむけて 
～、営農相談所開設I',' 

~  

転作田にどんな作目が適し、所得

を向上できるかは転作農家の大きな

悩みです。そのため、普及所では営

農相談所を開設しました。相談はパ

ソコンを利用し、農家に適した作ィ寸

計画や所得、労働状況などがわかる

ようになっています。 

営農相談は普及所で随時行なって

いますので気軽においでください。 

（あらかじめ電話で相談日を予定し

ておけばより充実します。）なお、 

相談料は無料です。 

金木地区農業改良普及所 

云 52 一 2265 

⑤金木だよりlllllllllll1'!II!'',｡

いる方もおられますが、サラリーマ

ンには勤務に伴う必要経費などの概

算控除として、給与所得控除があり

ます。

この給与所得控除は給与所得だけ

に認められているもので、卒業所得

などの必要経醤に相当するものです。

サラリーマンには必要経甜

として給与所得控除が認め

られています。

⑧①⑤⑬
し受講申込期日

9月3日まで

し申込先

○金木町社会福祉協議会

壷53－2241

○金木町役場民生課

査53－2111（内18）

○西北地方福祉事務所

壷34－2111（内217，218）

※受講申込用紙は、上記の申込

先に用意してあります。

伝受講料金

受講料、テキスト、資料等一切

無料です。

レテーマ及び講師

20歳になったら

国民年金に加入しましょう

成人となりました皆さんに心から

お祝い申し上げます。

20歳から国民年金に加入すること

も、大人の仲間入りのあかしであり、

義務と権利であります。

現在、県内では約20万人が国民年

金から年金を受給しており昨年度の

支給額は698億円に達しています。

国民年金は、老後における生活の

支えとなるほか、万一の事故や病気

で障害者になったときや、一家の働

き手が亡くなったときにも基礎年金

が受けられる公的年金制度です。

20歳からのスタートに出遅れます

と大変です。

国民年金の手続きがまだ終ってな

い人は、至急役場に出かけてしっか

り加入と納付をしましょう。

●

水田農業確立対策にむけて

～､営農相談所開設'､'、

転作田にどんな作目が適し、所得

を向上できるかは転作農家の大きな

悩みです。そのため、普及所では営

農相談所を開設しました。相談はパ

ソコンを利用し、農家に適した作付

計画や所得、労働状況などがわかる

ようになっています。

営農相談は普及所で随時行なって

いますので気軽においでください。

（あらかじめ電話で相談日を予定し

ておけばより充実します。）なお、

相談料は無料です。

金木地区農業改良普及所

査52－2265

月 日｜テーマ｜講師

金木町社会福祉協議会

事務局長ノl,山内トシ江

地域福祉と

ボランティア活動
9月7日（月）

9月10日附

成人病とその対策

（健康に暮らすた

めに、そして肥し

〈過いるために）

渡部胃腸科内科医院

院長渡部忍

昭和62年度

社会福祉公開講座開催案内
大東ヶ丘

サントピアホーム

園長花田叶

ちえ遅れの

方々の福祉
9月14B(月）

0地域福祉増進の一環として、住民

の福祉に対する関心と、福祉に参加

する気運を高めることを目的に下記

のとおり、社会福祉公開講座を開催

します。

し主催

西北地方福祉事務所

金木町社会福祉協議会

修後援

金木町

し日時

昭和62年9月7日(月)から

9月24日附までの期間

毎週月。木朧日の週2回実施

午後6時30分から8時まで

伝場所

金木町役場三階大会議室

し受講対象者

一般住民

弘前児童相談所

所長成田眞
家庭と児童の福祉9月17日附

だ
れ
Ｊ

と
、
い
つ
き
に
い
っ
た
。
ぼ
ノ
、

｜
，
一
は

一
一
「
し
て
ど
う
な
っ
た
Ｊ

と
、
き
く
と
父
が

「
金
木
病
院
で
手
術
中
だ
ん
で

救
急
車
で
中
村
盤
形
さ
い
っ
た

ね
〕
と
、
い
っ
た
。

ぼ
く
は
、
い
ま
ご
ろ
中
村
整

形
で
手
術
し
て
ら
げ
と
思
っ
た
。

内湯療護園

園長野上四郎
9月21日旧） お年寄りの福祉

西北地方福祉事務所

所長黒瀧孝造
青森県の福祉9月24日附

伝修了証香

本講座を4回以上受講された方

に交付します。
は
ね
ら
れ
た
。
ぼ
く
は
、
も
し

も
、
自
分
で
あ
っ
た
ら
と
、
思

う
と
、
ほ
ん
と
う
に
ぞ
っ
と
す

る
。
力
く
ん
は
那
故
か
ら
２
カ
月

た
っ
た
い
ま
も
ま
だ
入
院
し
て

い
る
。
早
く
、
全
快
し
て
学
校

に
で
て
き
て
ほ
し
い
。

一
》
》
吋
蹄
轌
函
》
岬
》
峰
一

サラリーマンと税金

サラリーマンの所得税は、毎月の

給料やボーナスから源泉徴収されま

す。

サラリーマンには、必要経費が認

められていないかのどとく誤解して
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表1癌の原因
瓶
は
呪
代
人
の
雌
大
の
雌
病

で
あ
る
。
明
論
時
代
に
糊
が
原

凶
で
死
ぬ
人
は
総
死
亡
満
の
わ

ず
か
２
％
前
後
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
四
人
に
一
人
が
癖
で
死

亡
し
て
お
り
、
Ⅱ
本
人
の
死
凶

の
第
一
位
で
あ
る
。

癌
と
は
生
体
細
胞
の
無
規
辿

な
琳
殖
で
あ
り
、
そ
の
脱
Ｎ
に

つ
い
て
は
炎
１
の
ご
と
く
種
々

金木病院カルテ⑳
1.食物

2．化学的物簡

樋々の食物、調味料など

タバコ、アルコール

コールタール、鉱物など

白血病、皮脚ガンなど

白血病、実験ガンなど

癌の予防について

金木病院外科医艇唐牛忍
3．放射線

4．ヴィールス

5．その他

与
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
沽
旅
に
つ
い
て
は
衣
２

の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
が
、
手

術
が
、
正
体
と
な
る
。
し
か
し
あ

る
極
の
猫
で
は
放
射
線
治
療
だ

け
で
論
る
も
の
、
ｎ
血
病
な
ど

の
よ
う
に
抗
描
剤
、
免
疫
抑
制

剤
な
ど
が
中
心
に
な
る
も
の
が

あ
る
。こ
こ
近
年
は
癖
の
中
て
も
油

化
器
の
蛎
が
忠
琳
し
て
お
り

（
蝿
全
体
の
帥
％
以
上
）
、
特
に

大
腸
、
肝
臓
、
膵
臓
な
ど
が
輔

え
て
き
て
い
る
。
Ｗ
郷
に
つ
い

て
は
集
川
検
診
の
神
及
と
共
に

ど
ど
な
な

療

唯
や
ゥ
ワ

《
ロ
》
ン

む
ゎ
〃
グ

ラ
剤

、
。
Ⅱ
Ⅱ
。

の
叶
剤
柵

術
鋤
荊
疫

癌
手
雪
執
説

法
法
法
法
他

謹
州
岬
幟
砕
諏

▲

１
２
３
４
５

･
昭
和
㈹
年
唖
を
ピ
ー
ク
に
死
亡

率
は
低
下
し
て
き
て
お
り
、
将

来
は
大
腸
猫
か
澗
化
器
瓶
の
死

亡
隙
脚
の
ト
ッ
プ
に
な
る
だ
ろ

う
と
・
耐
わ
れ
て
い
る
。
汕
化
器

は
㎡
う
ま
で
も
な
く
、
食
物
の

汕
化
や
栄
養
の
吸
収
、
貯
蔵
に

係
る
器
宙
で
あ
る
。
食
物
の
中

に
も
発
漉
物
質
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
辨
突
で
、
ま

た
Ⅱ
本
で
は
油
化
器
蛎
が
多
い

こ
と
か
ら
、
箱
の
予
防
の
決
め

手
は
食
物
に
あ
る
と
も
・
↓
：
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
。
そ

こ
で
衣
３
に
危
険
な
食
物
を
挙

ー

表3危険な飲食物

植物

ハム顛

哨好品

脂肪

添力II物

その他

ワラビ､フキノトウなど､澗物一般

ハム、ベーコン、ソーセージなど

タバコ、アルコールなど

肋物性脂肪など

サッカリン、チクロなど

熊げた物 趾
－
１
７
筆
“
？
『
Ｊ
七
１
４
７
１
１
Ｊ

双
叫
榔
卿

卉
藤
優
樹

lj!リ米イi秋
部谷川谷

I"1愛莉
太梨光邪

げ
て
お
く
。

雌
後
に
が
ん
研
究
振
興
財
団

か
ら
出
さ
れ
た
「
が
ん
を
防
ぐ

た
め
の
十
二
ケ
条
」
を
引
用
し

て
一
つ
の
秤
流
と
し
た
い
。

ｌ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

２
征
Ⅱ
変
化
の
あ
る
食
生
満

３
過
食
、
脂
肪
慨
取
を
控
え
る

４
お
洲
は
ほ
ど
ほ
ど
に

５
た
ば
こ
を
少
な
く
す
る

６
血
岐
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質

の
も
の
を
多
Ｈ
に

７
塊
辛
い
も
の
は
少
な
Ⅱ
に
、

熱
い
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

８
雌
げ
た
部
分
は
避
け
る

９
カ
ビ
の
生
え
た
も
の
に
注
意

、
Ⅱ
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

皿
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

⑫
体
を
淌
潔
に

峡
谷
佳
広

お
め
で
と
う

戸
籍
の
窓

（
油
）
金
木

（
浦
川
）
〃

（
洋
二
〃

（
進
作
）
虎
瀬

（
中
心
）
〃

（
光
昭
）
金
木

（
惟
刈
）
〃

七
月
届
出｡

雰孜宝余二季霊､罫一申墓車詫…幸

司
仔

f陳
川
キ
ヨ
ノ
（
“
才
）
溌
湘

辻
ミ
ヨ
（
師
才
）
川
念

桑
川
初
皿
郎
（
”
才
）
喜
良
巾

鎌
川
係
造
（
帥
才
）
琉
湘

成
川
巾
男
（
弱
才
）
中
柏
木

藤
元
三
吉
（
配
才
）
川
倉

秋
元
ゆ
き
ゑ
（
卵
才
）
金
木

中
村
善
作
（
沼
才
）
喜
良
市

奈
良
勝
雄
弱
才
）
〃

花江l1ル
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一
祁
利
厚
榊
一
峰
州
一
細
堀
一
岬

燕
蠅
悪
漸
洲

凧
灘
溌
灘

一
耐
岬
岫
淋
一
紬
悸
）
錯
別
荊

凧
軸
ゆ
ぃ
蝿
一
鋤
吟
一
癖
川
岬

お
く
や
み

お
し
あ
わ
せ
に
漁i
i』；
;はじめまして；

|､繭『“
;'";'"壽舎；
A鷲嘩｣頓黙認

裕
哉
１
１
刷
撒
秀
樹

（
昭
二

（
一
）

（
公
仁
）

金斑金

水噸木

ｌ
お
わ
び

金
木
だ
よ
り
ｈ
Ⅱ
甥
１
院

曇
今
Ｉ
〃
－
１

癖
の
窓
お
し
あ
わ
せ
に
〃
次
の

〃
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。

一
新
岡
川
幸
（
キ
ヨ
中
肌
町

一
土
岐
真
理
ｆ
（
繁
行
）
》
派
瀬

追
加
し
て
お
花
び
致
し
ま
す
。
｜
’

櫛
引
つ
な

中
村
シ
ワ

△
丁
ミ
ツ
エ

小
野
正
彦

秋
元
い
さ

向
川
サ
ミ

阿
部
ミ
子

八
木
橘
ト
モ

ヘヘヘヘヘヘヘへ

8384807272577981
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編
瀬

″

喜
良
市

″
蒔
田
沢
部
金
木
川
倉

人
口
と
世
帯

7月31日現在前年同月比

男6,647－89

女7,229－70

計13,876－159

世帯数3,912－5


